
「お客様に選ばれる魅力的な
ショップ」作りを目指し、移転・改
装・大型化を含むキャリアショップ
の拡充を積極的に進めてまいり
ます。

79.2 %

営業利益構成比

75.4 81.5

4,775

114.5

（億円） 

2019年3月期（予想）

4,530
120.5

2018年3月期

当社グループキャリアショップ店舗数　（直営店・代理店含む）（2018年3月末現在）

auショップ

421店
内直営店81店

ドコモショップ

281店
内直営店171店

ソフトバンクショップ

430店
内直営店37店

ワイモバイルショップ

34店
内直営店2店

楽天モバイルショップ

15店
内直営店15店

UQスポット

30店
内直営店9店

1,211店
内直営店315店

合計

モバイル事業 Mobile Telecommunication Business

携帯電話等の販売及び代理店業務

ａｕショップ広大前 ドコモショップ下妻店

事業別の業績と取り組み

通信事業者にとって販売代理店は、日々多くのユーザーと接するチャネル。
携帯電話の流通の主役を担っております。

業界におけるティーガイアの役割と位置付け
2018年3月期

売上高

4,775億円
営業利益

114.5億円

キャリアショップの拡充

カメラソリューションの活用

発券しない
お客様の

リアルな人数が
把握可能に

売上高 営業利益 当期純利益

従来の発券機でのカウントでは
同じような来客数に見える店も…

カメラソリューション
導入で分かった実態

来客数：1,000名 実際の来客数：1,100名

メリハリシフトの活用等、Ａ店の人員を顧客需要に合わせることで販売台数増、ＣＳ向上へ

来客数：1,000名 実際の来客数：1,500名A店

B店

A店

B店

いつ来ても
混んでるな
もういいや、
帰ろう・・・

携帯電話販売業界

の特徴

質の高い販売員

安心できる
アフターサービス

豊富な品揃え NTTドコモ、 au（KDDI）、
ソフトバンクなど

通信事業者
（サービス提供者）

● 通信インフラの整備
● 新サービスの提供

（キャリアショップ・
併売店）

直営店

（キャリアショップ・
併売店）

代理店

（家電量販店・
総合スーパー）

量販店

ユ
ー
ザ
ー（
お
客
様
）

多
様
な
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て

携
帯
電
話
を
販
売

直
販

委
託
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※券面額の合計

売上高 営業利益 当期純利益売上高 営業利益 当期純利益

13.0

290

16.019.0

245

2019年3月期（予想）

24.0

2018年3月期

（億円） 

ソリューション事業 Enterprise Solution Business

法人顧客向けの携帯電話等の販売やソリューションサービスの提供、固定通信サービスの販売取次業務

事業別の業績と取り組み

決済サービス事業他 Settlement Service & Other Business

決済サービス、海外事業、その他新規事業

● 通信インフラの整備　● 新サービスの提供
NTTドコモ、 au（KDDI）、ソフトバンクなど

通信事業者
（サービス提供者）

代理店

法人顧客

サ
ー
ビ
ス
提
供

サ
ー
ビ
ス
利
用
・
料
金
の
支
払

受取手数料

支払手数料

代金の
受取

携帯電話、
各種サービスの
販売・契約の取次

代金の
支払

携帯電話の
仕入

13.2 %

営業利益構成比

2018年3月期

売上高

245億円
営業利益

19.0億円

ヘルプデスク 他業種への拡大
PCテクノロジー株式会社
への出資等を通じて、ICT
機器ヘルプデスク事業の
体制強化。応対スキル向上
により、加入ID数増加。

既に、ティーガイアの法人顧客へのQUOカード販売、携帯ショップでの
ギフト活用を本格化。 
今後は「スマホで決済するデジタル版QUOカード」を早期に立ち上げる
べく、当社とクオカード社にとって重要課題であるデジタル化を加速させて
まいります。

学習塾を中心とした教育業
界でのソリューションノウハ
ウを、学校や介護業界等へ
展開

支払い有効化有効化
依頼

ユーザー（お客様）

事業者

コンビニエンスストア等

支払い有効化有効化
依頼

支払い有効化購入

利
用

サ
ー
ビ
ス
提
供

■ギフトカード取り扱い店
コンビニエンスストア、ドラッグストア、スーパーマーケット等
（その他、当社の一部直営店等）

好景気や「働き方改革」を背景に法人の
スマートデバイス導入を推進し、増収増益

携帯電話販売事業（法人顧客向け） ギフトカードの販売モデル

7.6 %
営業利益構成比

2018年3月期

売上高

506億円
営業利益

10.9億円

movino star※加入ID数携帯電話等販売台数

2018年3月末2017年3月末

45.6万ID
49.6万ID

2018年3月期2017年3月期

15.1万台
17.0万台

13.0

580 37.5
506

2019年3月期（予想）

4.5
10.9

2018年3月期

（億円） 

※2018年3月期第4四半期より、㈱クオカードのカード退蔵益を営業外収益として
計上しております。

※　法人向け通信回線等一括管理サービス
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「 “店舗”で利用可能なデジタル版 QUOカード 」の創出

●取扱高※の推移イメージ

プリペイド
携帯電話の取扱い
からスタート

PIN・ギフトカードの
取扱いを通じ、
 取扱高を拡大

～’08年 ～‘13年 ～’17年 さらなる成長へ

QUOカード
デジタル版QUO

インターネット

リアル・デジタル共に
さらなる取扱高の
拡大を目指す


